
令和 6 年 2 月 15 日 

  令和 5 年度  

横浜市立豊岡小学校 

第３回「学校運営協議会」記録 

日時  ：令和 6年 2月 15日（木） 15：30～16：30 

会場  ：豊岡小学校 音楽室 

出席者：(敬称略) 

地域住民 …木佐美信行、春山和代、橋爪志江、畑山實、増渕源、池田博司 

保護者   …海瀬史織、新田耕治 

学校運営に資する活動を行う者…磯部秀史、小林文雄、金谷みどり、片瀬真理 

学識経験者…阿部健司 

豊岡小学校…成田玲子  

事務局   …（学校）高原、岩清水、原、小見、斎藤 （PTA）高橋 

 

議事 

（１） 会長挨拶 

（２） 校長挨拶 

（３） 創立記念児童集会・記念式典について 

  ・６年生の演奏、ダンスもとてもよかった。お父さんの会定例会で映像を見て、楽しく見させてもら 

えた。 

  ・子どもたちが自主的に準備をしてきたものの集大成を見られたなと感じた。卒業した子どもたち 

も学校を懐かしんでいる様子があり、記念行事が地域に届いているなと感じた。 

・昨年の卒業生の多くが風土記を取りに来ているとのことで、卒業生での関心の高さ、学校を大 

切にする気持ちを感じられ、嬉しかった。 

  ・（学校から）準備委員会も含め、４年間にわたるご協力への感謝。 

・（学校から）地域の皆様のご協力をいただき、風土記作成できた。ご紹介いただいたバター 

どらやきも大好評だった。焼き印は学校保管してあるので、これからも活用していきたい。 

（４） 学校評価に関して 

〇アンケート結果 

・「地域の方へ進んで挨拶」が課題。地域と関わり関心を向ける取り組みを行っていく。 

・「自分の考えを進んで表現している」についても取り組んでいきたい。 

・オリンピックについてのご意見をふまえ、さらに検討を加えていきたい。周年行事を見たかった 

と保護者からご意見をいただいている。授業参観・懇談会の際に見られるよう計画している。 

〇学校評価報告書 

・「表現力」を伸ばしていくことは課題ととらえ、次年度にどう支援していくか検討をしていく。 

・異学年交流はコロナ禍でなかなか進められなかったが、今年は計画的に進められた。低学年を 

気にかける高学年の姿が見られ、異学年交流の良さを実感している。食育の取り組みは、栄養

教諭を中心に推進することができた。体力の向上については、引き継ぎ推進していきたい。 



・日常の情報共有を密にし、子どもの SOS を小さなうちに素早くキャッチできるようにした。 

今後もいじめを未然防止に努めるとともに、学校として組織的に対応していく。 学校生活のル

ールを子ども・保護者と共有し、安心して学校生活を送れるようにしていく。 

・特別支援教育推進校として様々な取り組みを行っている。学習支援だけでなく、子どもたちの 

心配を取り除くように一人一人の特性やペースに合わせて支援を継続していく。 

（５） 令和６年度 学校運営について 

・行事予定に関して、7組宿泊体験学習の時期が昨年と変更。 

（６） 委員の皆様より 

・１００周年式典も集会も素晴らしかった。前半、後半で学年が入れ替わるときもスムーズで、子

どもたちの姿に感動した。 

・周年行事を子どもたち自身が創り上げていくことで、大きく成長したと強く感じた。子どもたちに

よい機会を与えていただいたと思っている。 

・子どもたちから、周年行事やたてわり活動の感想を聞くことがある。学校がすごく楽しい様子が

伝わってきた。 

・９０周年後から、１００周年に向けて４年前から準備を進めてきたので、感無量であった。 

・周年行事は大変になってしまうのではと思っていたところもあったが、貴重な体験に立ち会えて

良い経験とできたのではないかと思う。忘れていたことを掘り起こしてくれた風土記、記念誌も

とてもよかった。 

・もくもぐ食堂のお知らせを学校で配布後した後は参加者が増え、子どもの居場所作りにつなが

っていると感謝している。もくもぐ食堂における「貧困」のイメージを払拭し、誰でも参加でき、そ

の中で自然にこの場を必要としている子どもの居場所として定着してできたら良い。 

・諏訪坂自治会は、子ども会との連携が密であり、諏訪坂公園での「さわやか清掃」や２月にも 

  祭りがある。小学校と連携を進め、自治会として手伝えることがあればやっていきたい。 

・授業が４５分から４０分になるという新聞記事があったが、具体的にどういうものか？ 

→４０分授業が可能ということで、総時間は変わるものではない。市内の取り組みはまだ 

多くはない。 

・佃野公園のフェンスを、鍵付きにした。子どもたちが遊びを時間で終わりにするようになった。 

きちんと時間を守っていくことが大切であることを伝えていきたい。 

・下校パトロールの際、子ども同士の関わり方で、支援が必要な場面があった。 

・保育園児のような小さい子でもいじめがあると聞き、驚いたことがある。いじめている子は遊び

の延長という意識ならば、そのまま成長していくのは心配になった。 

・（中学校から）部活動交流等行事を忙しい中で守っていただいていることへの感謝。 

・（PTA から）PTA もコロナ禍を受け、活動内容を精選しながら、復活中。活動が始まると、「学

校のことを知れるチャンス」「関わっていきたい」という声が多くあり、嬉しい驚きであった。 

 

（７） 令和６年度の学校運営協議会 

第１回 ： ５月２３日（木） １５：３０から 音楽室にて 


